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BOLDとは

Baby’s Online Live Database
・2021年設立(日本赤ちゃん学会の研究部会＋同志社大学赤ちゃん学研究センタ)

・研究者が協力して参加者を集め、そのリストを研究者間で共有する調査プラットフォーム

・個々の研究者は参加者の個人情報をできるだけ保有しない

研究協力者のスク
リーニング

調査の案内・謝
礼のお渡し

マッチング＆調査実施



研究者編

BOLDが提供できること

1. 研究者が求める研究協力者のスクリーニング

2. 調査日の日程調整

3. e-Babylab, Psychopy/Pavlovia, Gorillaなどへの参加者誘導

4. 謝礼の支払い代行

5. 高機能オンラインアンケート機能の提供(lime survey)





BOLDを利用するメリット

1. 参加者プールの維持を自分でしなくて良い
良質な参加者プールの維持は難しい 

2. オンライン実験環境を整えなくて良い

3. 謝礼の支払いを自分でしなくて良い
収集する個人情報を減らせる、事務処理の軽減 

4.他のBOLDを利用する研究者と協力することで、　　　　　　　　　
縦断的なパネルデータとして利用することも！

研究者編



それぞれの研究者が集めたデータ
が参加者を起点に繋がり、
縦断研究になる

研究者間の連携による効率的な縦断研究の実現



BOLDを利用するメリット

1. 自宅からでも調査に参加できる 

2. いつでもウェブから日程変更できる

3. 謝礼の受け取りが簡単（アマギフ等） 

4. 保護者同士の交流の場

5. 知りたいことを研究者と一緒に調査？

研究協力者編



より詳しくは…

↑BOLDのウェブサイト

心理学評論



BOLDの運営体制

1. 2021 - 2024.3: 赤ちゃん学会ライブデータベース研究部会と同志社大学赤ちゃん学研
究センターによる共同運営

2. 2024.3 - 2024.8: 赤ちゃん学会ライブデータベース研究部会による単独運営

3. 2024.9 - : 非営利型一般社団法人子どもと育ちのコホート研究・実践協会



研究者が利用することで発展します

1. 乳幼児を対象とした調査・研究のお手伝いいたします。 

1. 300名程度のオンライン質問紙調査なら参加者謝礼＋
50,000円から 

2. 50名程度の非同期調査なら参加者謝礼＋25,000円から

ハンドアウトあります



研究協力者について

　2025年2月現在約1000名、
34都道府県

登録者の月齢分
布

6m 1y 2y 3y 4y


